Married Men's and Women's Attitude toward "The Norm of Married Women's Domestic Roles" and "Familism" in Korea : Toward the Clarification of the Factors Impeding Women's Employment by 本村, 汎 & 金, 恩美
大阪市立大学生活科学部紀婆・第38巻(1990)
-393-
韓国における 「既婚女性の家庭役割規範」および
「家庭主義」 に対する既婚男女の態度
一主婦の家庭外就労の阻害要因の発見にむけてー
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1. 問題意識と目的
伝統的に，特に韓国の場合は最近までも女性の社会活
動は行動面においても意識的な面においても制限され，
家庭のみに限定されていた。しかしながら，産業化によ
る社会構造や経済精造の変化は、これまでの女性の育児
および家事活動にも変化をもたらし，そしてそれは，女
性の社会的参加を必要とするようになった。このような
社会的要求と共に，女性の教育水準も向上し，これらの
要因が相まって女性の価値観を変化させ，女性の就業に
関する関心をも高めてきた。その結果，今日， 女性たち
が経済活動に直接参加しようとする傾向が趨勢になって
いる。実際に，斡国の労働人口の中女性が占める比率は，
1975年には36.1%であったが， 1980年には37.6%，1985年
には38.4%で継続的に増加している。1)
しかしながら，女性就業が増加している社会的趨勢に
もかかわらず，依然として韓国の社会の社会通念や価値
観は伝統性を保持し，それによって女性の社会的参加は
否定的にとらえられている。
歴史を通じて，緯国の男女不平等恩惣、は著しい。特に
それは，朝鮮時代の広く確立されていた儒教的価値，た
とえば 「男女有別Jr三従之義Jr七去之悪」等の社会的
規範によって強化され，さらには， r孝J思想，家系継
承，老後依存，死後葬礼と祭犯に関する風習，および家
父長制の家族制度に男性優位の政治経済的条件が結合し
て，これまで以上に強化された(張在貞， 1983)。
産業化の過程で，斡国の家族も形態，規模，家族周期
面で先進産業国のそれに近接しているが CChoi，1982)， 
家族構造の核心的な部分である父子関係の縦軸は，依然
として重要視され，形態的には核家族ではあるが，価値
の函では直系家族原理にしたがっている(李光圭.1980)。
このような韓国社会の支配的 「イデオロギー」になっ
ている家父長的家族主義は，女性の活動領域が産業化に
よって家の外に拡大されたとは言え，女性の家族内 ・家
族外の活動をめぐる葛藤の最も核心的な要因になってい
ると思われる。
これまでの女性就業に関する韓国での研究では，女性
就業の実態，女性の職業銀，婦人就業に伴う家族成員聞
の役割分担関係，そして女性就業の性役割の視点からの
部分的分析などが試みされてきた。しかし，女性就業に
支障をもたらしている要因の明確化を目的とする研究は，
まだ木絡的に行われていない状態である。なお，これま
での先行研究では既婚女性の就業には，夫の 「支持」が
重要な要因として挙げられている(李恵成 1984;林貞淋
外， 1986; Burke RJ. & Weir T.，1976)が，それにも
拘らず女性就業に関する男性の態度調査は依然として行
われていなし、。
したがって，本研究ではこのような問題意識を基礎に
女性の就業に支障を与えていると思われる意識的要因と
して「既婚女性の家庭役割l規範」に関する既婚男女の態
度を取り上げ，現時点でそれがとのようになっているか，
また家族集団を重要視する 「家族主義」がそれにどの程
、 ? ，
?
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度に影響を及ぼしているかを明らかにし，さらにはそれ
を踏まえて女性の社会進出にともなう問題を明確化し，
その解決に寄与すべく努力していきたいと思う。
1. 分析枠組と研究仮説
本論で使用される分析枠組は， 1女性就業」およ び
「女性役割」に関する態度を調査した先行研究に依拠し
ている。分析枠組における説明変数は，性，年齢，学歴，
職業，宗教，社会経済的地位，家族の生活水準(主観的)
，出生順位，配偶者の職業，母親の職業経歴など、である。
ところで，これまでの「女性役割」に関する諸研究で
は，本論文で設定した説明変数に関連した分析結果は必
の生活水準(主観的)，出生順位，配偶者の職業，
母親の職業経歴などの変数は既婚男女の「既婚久ー
性の家庭的役割規範」に対する態度に影響を与え
る。
(3) 1家族主義」に対する態度は既婚男女の間に差が
ある。
(4) 上述の変数は既婚男女の「家族主義Jに対する態
度に影響を与える。
(5) 1既婚女性の家庭的役割規範」に対する既婚男友
の態度は「家族主義」によって影響を受ける。
11. 調査方法および手つづき
ずしも一致していない。特に このような女性の就業問 1. 標本抽出と対象者の属性
題に関する既婚男女の態度を上述の説明変数との関連で 韓国の大郎市内で住んでいる既婚男女を対象として，
比較している研究は極めて少ない。 階層を考慮してサンプリングを行った。
したがって，本研究では，第ーに上述の説明変数と関 上流階層の標本収集の方法としては， 1富村」と一般
速させて分析を試みたい。なお，媒介変数として「家族 の人たちからよばれている，いくつかの地域の中から，
主義」を設定する。その理由は上述の説明変数を被説明 二つの地域を選び，さらにそれぞれの地域の中から一つ
変数に直接的に関連させることは短絡的過ぎるからであ ずつ集合マンションを無作為に選んで，各戸を訪問 ・配
る。
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このような問題意識と分析枠組から研究仮説を引き出
すならば，次の5つが考えられる。
(1) 1既婚女性の家庭的役割規範」に対する態度は既
婚男女の間で差がある。
(2) 年齢，学歴，職業，宗教，社会的経済地位，家族
(2) 
布し， 2-3日後に回収した。また，高収入の人たちが
利用している某私立小学校の4年生を対象に， 一つの学
級を選定して，生徒の父母に調査票を配布した。
中流階層の標本収集としては，公立小学校の中で三つ
の学校を選定して4，5年生を対象に各2学級を選び，
計6学級の中で担当教師が 「中流階層Jと認定した生徒
の父母に調査票を配布し，既婚男女の数が同数になるよ
うに工夫した。すなわち，生徒の中に片親家族がいたた
めに，両親そろっている場合でも，男女同数になるよう
に，片親だけを調査対象にすることもあった。以上のよ
うに工夫したいまひとつの理由は，得られたユニットと
しての一対の夫婦のサンプルが利用できないことが，あ
らかじめ予想されたからである。したがって，本研究の
分析の対象者となる男女は必ずしも一対の夫婦ではない。
下流階層の標本収集の方法としては，質問の内容をよ
り明確に浬解させるために，留置調査方法ではなく職場
を訪問して質問紙に基づいて面接を行った。
このようなサンプリングにおける各階層の決定方法は
研究者の主観によるものであるが，本論の分析において
は客観的な指標に基づく階層を利用している。
本研究の調査対象者の一般的属性は〈表 1)の通りで
ある。
回答者の年齢は男女ともに30，40代がモードとなって
いる。これは社会活動が最も活発な年齢層であるので，
現在の社会一般の価値観を見る上で妥当な年齢階層と考
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表 1 応答者の一般的属性
五-----竺l 男性頻度 % 
年齢
29才以下 9 4.3 
30-39才 5 26.6 
40-49才 121 58.5 
50才以上 2 10.6 
学歴
中学校以下 29 14.0 
高等学校 75 36.2 
大学 78 37.7 
大学院 25 12.1 
職業
無職 5 2.4 
非熟練職 25 12.1 
販売・熟練職 52 25.1 
事務職 70 33.8 
営 15 7.2 
専門・管理職 37 17.9 
無応答 3 1.4 
宗教
プロテスタント 37 17.9 
カトリック 2 10.6 
仏教 52 25.1 
{語教 8 3.9 
ない 87 42.0 
其他 0.5 
出生!順位
長子 68 32.9 
中間 92 4.4 
末子 36 17.4 
独り子 10 4.8 
無応答 0.5 
主観的牛.活水準
J:. 43 20.8 
中 100 48.3 
下 64 30.9 
無応答 . 
;十 207 100.0 
えられる。<表1>が示すように学歴は全体的に男性
が女性より高い。職業の積類を見ると，男性の場合は事
務職が33.8%で最も多いが，女性は職業をもっている人
が31.6%であり，その中で非熟練職が最も多く ，専門性
水準が高い職業ほどその比率が低くなっている。宗教を
みると，男性は宗教のない人が42.0%で最も多いが，女
性の場合は 「仏教」が37.7%で最も多かった。回答者'自
らが評価した自分の家族の生活水準は男女共に中，下，
女性 言十
頻度 % 頻度 % 
(3) 
2 9.0 31 6.9 
136 55.7 191 42.4 
72 29.5 193 42.8 
14 5.7 36 8.0 
70 28.7 9 22.0 
115 47.1 190 42.1 
59 24.2 137 30.4 . . 25 5.5 
16 68.0 171 37.9 
30 12.3 5 12.2 
25 10.2 7 17.1 
15 6.1 85 18.8 
3 1.2 18 4.0 
4 1.6 41 9.1 
1 0.4 4 0.9 
47 19.3 84 18.6 
41 16‘8 63 14.0 
92 37.7 14 31.9 
6 2.5 14 3.1 
56 23.0 143 31.7 
2 0.8 3 0.7 
75 30.7 143 31.7 
126 51.6 218 48.3 
36 14.8 72 16.0 
6 2.5 16 3.5 
0.4 2 0.4 
47 19.3 90 20.0 
19 48.8 219 48.6 
76 31.1 140 31.0 
0.8 . 0.4 
24-1 100.0 451 100.0 
上の順になっている。
2 調査道具の作成
本研究で使用した調査道具は質問紙であり，それは回
答者の属性を問う項目と「家族主義Jと 「女性の役割l及
び就業」に対する態度項目から構成されている。
「家族主義」に対する態度尺度は10項目であり， r女
性の役割及び就業」に対する態度尺度は38項目である。
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これらの尺度は先行研究(金光子.1983; Jung. 1983; 
Kim. 1984 ;李鎮秀.1984;玉先花. 1986;李姉珠，
1984) ，)を基礎にして，本研究の目的が達成されるよう
修正・補充して作成された。
このような態度項目の選択肢は.Likert型 5点尺度
で 「非常にそう思うJIそう思うJIわからないJIそう
は恩わないJI決してそうは思わない」となっている。
たとえば. I家族主義」に関しては「子供を産む重要な
理由は家を継承するためである」の項目があるが，その
項目に対して 「非常にそう思う」に l点. Iそう思う」
に2点. Iわからない」に3点.Iそうは思わない」に
4点，そして 「決してそうは恩わない」に5点の配点を
行った。したがって，点数が低いほど「家族主義」に対
する同調的な態度が強いことを意味する。
3. 資料の収集と分析方法
1 )資料の収集
尺度構成のための予備調査としては二つ行った。第一
の予備調査では.1987年7月20日から25日まで，この研
究に関心を示した男女10名を対象として，尺度の質問項
目の妥当性とワーディングの正確性を検討した。第二の
予備調査においては質問項目の配列，ダブルバーレル，
項目の有効性に関して.1987年8月15日から21日まで男
女67名を対象として行った。
本調査は1987年9月1日から10月5日まで行われ，総600
部の質問紙が配付されたが，回収されなかったものと不
適当なものを除いて，最終的に分析の対象となったのは
総計451部である。
2)資料の分析方法
回収された質問紙は各質問項目の回答内容を符号化し
て.SPSSxプログラムを用いて処理・分析した。
使用された統計分析方法はFrequency.Reliabilty. 
Pearson's Correlation. Factor Analysis. Oneway 
Analysis， Crosstabs， Multiple Regressionである。
し，また第7因子では一項目もなかった。そこで，因子
の数を5因子の限定し再び因子分析を行った結果，第 1
因子では9項目，第2因子では6項目，第3因子では 6
項目，第4因子では4項目，第5因子では3項目の計28
項目が抽出された。
次はこの五つの因子に対して信頼度を検討した。その
結果.Cronbachのα係数が0.7より低い第5因子は除
外し，計四つの因子の25項目を今後の一連の研究に用い
ることになった。
本研究においては前述の第l因子に「既婚女性の家庭
役割規範Jの名称を付与した。その理由は表2の因子項
目の内容が示しているように， 主として女性の家庭にお
ける妻，母，嫁役割に関する規範を取り上げているから
である。したがってここで言う家庭役割の概念は，それ
ぞれの家庭内地位に付与される役割lの規範と して位置づ
けられる。この第 l因子の信頼度係数は0.786である。
「家族主義Jの概念は，これまで多くの研究者たちが
理論的にも実証的にも研究して優れた研究知見を出して
きているが，現段階においては，必ずしも統ーされてい
ない。したがって，本論においてはとりあえず. I生活
していく際に個人，職場，地域社会，その他あらゆるも
のよりも「家」および「家族集団」を最優先させていく
生活規範」として定義しておきたい。この理論的定義を
操作的に指標化したものが表5である。
この「家族主義Jに対する向調度を測定するために，
10項目にそれぞれ l点から 5点の点数を与えて，各項目
の得点と]0項目の総得点との相関係数を算出した結果，
10項目のすべてが0.3以上の相関関係があった。したがっ
て，この10項目を「家族主義」の単一尺度として用いる
ことにした。
IV. 結果と考察
1. I既婚女性の家庭役割規範」に対する既婚者の態度
の性別比較
4. I既婚女性の家庭役割規範」および「家族主義」尺 「既婚女性の家庭役割規紅の尺度は5段階尺度になっ
度の指標化 ているが分析結果をわかりやすくするために3段階尺
まず，前述したように質問紙の 「女性の役割及び就業」 度でまとめた。その結果が表3である。
に関する38項目の選択肢のそれぞれに 1点から5点の点 「既婚女性の家庭役割規範」に対する回答者の態度の
数を与え，尺度の内的一貫性を確保するために各項目の 平均得点は2.18点で，中間点数の3.0点より も低くなっ
得点と38項目の総得点との相関係数が0.3以上である33 ている。もし 3.0以上の得点をと った人の態度を伝統
項目を選び出した。 的規範からの離脱皮が大きいと解釈するならば2.18の得
その次の段階として，選ばれた33項目にたいして因子 点の人は依然として伝統的な態度が強いと言えるだろう。
分析を行った。その結巣7因子が出されたが，因子負荷 すなわち，大多数の回答者は，女性は結婚したら家庭に
量が0.4以上の項目が第6因子では一項目しかなかった 忠実であるべきだ，と女性の「生Jを規定し，かっ制限
(4 ) 
本村・金・既婚女性の家庭役割l規範 ← 397一
表2 因子分析の結果
因 子 項 目 F 1 F2 F3 F4 
1.女性は男性より家庭生活にもっと忠実でなければならない。 496 .247 .212 -.063 
2 家事と仕事の聞に葛藤が生じると、妻は仕事をやめなければならない。 463 .243 ー222 -.031 
3.女性にとって最高の成功は、立派な配偶者に出会うことである。 .520 .085 046 .275 
4.自分の仕事を続けるために転勤する夫に{干し、て行かない女性は、非難さ 407 .306 .182 .191 
れて当然である。
5 姿は自分の職業を持つよりも、家庭をよく守り夫を助けることが望まし .569 .270 176 .055 
し、。
6.女性の幸せは夫および子供の成功にある。 611 061 .084 174 
7.既婚女性が専門職を持つためには、夫および夫の親の問義が必要である。 .418 .135 131 029 
8.女性は男性の保護を受けて当然である。 446 .002 .121 146 
9.女性にとって最も重要な責任は委としての役割、母親としての役割を果 591 067 .077 -.011 
たすことである。
1.女性の仕事は経済的に必要がなければやらない方がよい。 304 507 .195 -.019 
2.既婚女性がお金を儲けるという事実は夫の体面を低下させることである .150 白632 .220 。173
3.嫁の戦場生活は家庭に迷惑をかける。
4.女性が結婚後仕事を続けなければならないことはその人の 「速」が悪い 186 498 。133 。112
からである。 126 .543 131 341 
5.娘は大学卒業後は、進学あるいは就職させるよりもすく・結婚させる方が
よL、。 123 440 182 192 
6.職業を持っている母親は専業主婦の母親に比べると、よい母親にはなれ 210 432 242 197 
なし、。
1.重要な責任を伴う政治的権力を女性に許してはいけない。 220 .258 .499 059 
2.職場で男性が女性の下で働くことを嫌うのは当然である。 .301 .187 .469 145 
3.男性と女性が一緒に働いている仕事場で、責任者が男性であるのは当然 .256 .234 .612 072 
である。
4.女性は仕事上では、能力の面で男性に劣る。 196 169 482 .192 
5.男性の報酬は女性より多いのが当然である。 .180 146 704 210 
6.女性は職場で男性と競争しようとしてはいけなL、。 .153 .284 .428 。301
1.妥が夫より多く稼ぐと夫の自尊心は損なわれる。 180 259 。189 。407
2.男性は社会的に目立つ女性があまり好きではない。 251 .222 .190 .517 
3.妻は夫より社会的地位が高くてはいけなし、。 089 256 360 449 
4.委の社会的成功を夫は心からは喜んでなし、。 054 229 .566 
CCronbach'sα 係数 F1 = .786 F 2 = .772 F 3 = .809 F 4 = .702) 
している。
これを性別に見ると，表3のように男性が2.12，女性
が2.23を示し，男性がより伝統的な態度を示している
CP< .05)。この結果は多く の先行研究のそれと一致し
ており，それはまた女性は男性より近代的な性役割態度
を持っているという先行研究 CChoi， 1984; Lee， 
1985)によっても傍証することが出来る。なお， Jang 
(1982)も背少年を対象とした個人の「近代性」に関す
る研究でも， i性差」がその近代性に影響を与える非常
に強力な変数でtあることを明らかにした。すなわち，調
査対象に関する限りは，女性の方がより近代的窓識を持つ
ていた。本研究の結果もこのような先行研究の結果を支
持している。
C 5 ) 
特に男女の聞に意識のズレを表す項目は「家事と仕事
との閣の主主藤が生じると.委は仕事をやめなければなら
ない」と 「自分の仕事を続けるために転勤する夫につい
て行かない女性は，非難されて当然である」の二つであ
る。このことから男性の方がより 「女性の家事役割」を
重要視していることがわかるが，女性も自分自身の仕事
よりも家事を優先的に行うべきであるとする考えを持っ
ている。しかし，項目 4の反応内容を他の項目内容と比
較すると男55.1%，女44.3%となって他の項目における
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表3 「既婚女性の家庭役割規範」の尺度 実数(%)
項百一一一一一一一一竺度 性別
非常にそう思う わからない 決そしって1. そ忠うわはない x2 そう思う 思わない
1.女性は男性より家庭生活にもっと忠実で 男 182(87.9) 3 ( 1.4) 22(10.6) 
4.291 
なけばならない。 女 200(82.0) 2 ( 0.8) 42(17.2) 
2.家事と仕事との聞に葛藤が生じると、妻 男 175(84.5) 15( 7.2) 17( 8.2) * 
は仕事をやめなければならない。 女 184 (75.4) 24( 9.8) 36(14.8) 6.120 
3.女性にとって最高の成功は、立派な配偶 男 163(78.7) 5 ( 2.4) 39(18.8) 
3.220 
者に出合うことである。 女 189(77.5) 14( 5.7) 41(16.8) 
4.自分の仕事を続けるために転勤する夫に 男 114 (55.1) 23(11.1) 70(33.8) 
付いて行かない女性は、非難されて当然で * 
ある。 女 108(44.3) 45(18.4) 91 (37.3) 7.031 
5.委は自分の職業をもつよりも、家庭をよ 男 164(79.2) 12( 5.8) 31(15.0) 
2.110 く守り夫を助けることが望ましい。 女 180(73.8) 15( 6.1) 49(20.1) 
男 181(87.4) 7 ( 3.4) 19( 9.2) 
6.女性の幸せは夫および子供の成功にある。 0.800 
女 214(88.1) 5 ( 2.1) 24( 9.9) 
7.既婚女性が専門職を持つためには、夫お 男 152(73.4) 15( 7.3) 40(19.3) 
よび夫の親の同義が必要である。
2.446 
女 165(67.9) 16( 6.6) 62(25.5) 
男 172(83.1) 14( 6.8) 21(10.1) 
8.女性は男性の保護を受けて当然である。 4.835 
女 189(77.5) 13( 5.3) 42(17.2) 
9.女性にとって最も重要な責任は委として 男 198(96.1) 5 ( 2.4) 3 ( 1.5) 
の役割、母親としての役割を果たすことで 0.096 
ある。 女 235(96.3) 5 ( 2.1) 4 ( l.6) 
男性の平均 2.12(SD; 0.52， Nニ206) * 総項目の平均得点 2.18 F-Ratio 4.330 
女性の平均 2.23(SD;0.59， N=242) 
向調度(約80%)よりもかなり低くなっている。
2. r既婚女性の家庭役割規範」に対する既婚男女の態
度の影響要因
前項で明らがにしたように 「既婚女性の家庭役害l閥範j
に対する既婚男女の態度に差が表れた。ここでは男女両
群のおいて対象者の年齢，学歴などの属性要因が 「既婚
女性の家庭役割規範jに対する態度に影響を与えている
かどうかを調べてみたい。
表4をみると，男性の場合に平均態度得点で有意な差
を表す変数は学歴，職業，社会経済的地位3)の三つで，
女性の場合は年齢り，学歴，職種，宗教，主観的生活水
準，社会経済的地位，そして母親が過去において就労し
た職業の種類の7つである。
したがって，男性と女性の態度に共に影響を及ぼす変
数は，学歴，職種，社会経済的地位であり，学歴が低い
(6) 
( * p < .05 ) 
場合，専門性水準の低い職業の場合，そして社会経済的
地位が低い場合に「既婚女性の家庭役割」に対する態度
もより伝統的になっている。したがって，高学歴，専門
性水準が高い職業，高い社会経済的地位が「既婚女性の
家庭役割規範Jから既婚男女を離脱させる機能を果して
いることがわかる。
以下，既婚女性のみの属性との関連において説明して
いきたい。 r既婚女性の家庭役割規範」意識(態度)に
影響を与えている属性は， r年紛J，r宗教J，r主観的生
活水準J，r母親が過去において就労した職業の種類jの
三つである。つまり，年齢が高い場合，宗教が仏教 ・儒
教の場合，下流階層であると思っている場合，そして母
親が就労した職業が専門性の水準の低い職業の場合に
「既婚女性の家庭役割Jに関して比較的「伝統的な態度」
を示している。 年齢が低い対象者が伝統的態度から比
較的離脱しているのは，学歴と関係があると恩われる。
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表4 i既婚女性の家庭役割l規範」に対する既婚男女の態度点数比較
男 ↑生 女 性
変数 (N) 平均点数 標準偏差 IF-RATIC 変数 (N) 平均点数 標準偏差tF-RATIC 
年齢 年齢
39才以下 (64) 2，09 0，61 39才以下(156) 2，32 0，56 .・
40_.r以上 (142) 2.13 0.48 0，23J 40才以上 (86) 2，06 0，61 10，875 
学歴 学歴
中学校以下 (29) 1.81 0，39 中学校以下 (68) 1.93 0，57 
高等学校 (75) 2，08 0.47 高等学校 (115) 2，28 0，57 
大学 (77) 2，20 0，55 判陣取寧 大 学 (59) 2，47 0，53 傘傘調ド
大学院 (25) 2，36 0，58 6，384 15，842 
職業 職業
無職・非熟練職 (30) 1.83 0，36 無職 (165) 2，27 0，54 
販売 ・熟練職 (51) 2，08 0，56 有職 (76) 2.15 。70 1.槌9
事務職 (70) 2，19 0，46 非熟練職 (29) 1.66 0，51 
自営・専門・管理職 (52) 2，22 0，60 測事訓ド 販売 ・熟練職 (25) 2，30 0，63 当解*羽俳
4，459 事務 ・専門・管理職 α2) 2，64 0，56 20，068 
宗教 宗教
仏教 ・{語教 (60) 2.08 0，52 仏教 ・{語教 (97) 2，14 0，59 
キリスト教 (58) 2.11 0.47 キリスト教 (88) 2，25 0，59 司跡
な い (87) 2.14 0.56 0，244 ない (55) 2，39 0，57 3，280 
出生順位 出生順位
長子・独り子(77) 2，21 0，49 長子 ・独り子 (80) 2，22 0，61 
中間 (92) 2，02 0，51 中間(125) 2.26 0.57 
末チ (36) 2，16 0，60 2，8J7 末 子 (36) 2，13 0，62 0，777 
主観的生活水準 主観的生活水準
上 (43) 2.23 0.65 上 (17) 2.37 0，59 
中(100) 2.14 0.48 中 (118) 2，27 0，52 4民
下 (63) 2.00 0.48 2，750 下 (75) 2，09 0，67 3，792 
社会経済的地位 社会経済的地位
上 (57) 2，27 0.58 上 (57) 2，37 0.59 
中 (89) 2.16 0，50 .本* 中(112) 2.28 0，54 昔恥 官隊
下 (49) 1.88 0，44 8，155 下 (54) 2.02 0，67 5，450 
配偶者の職業 配偶者の職業
無職(162) 2.12 0，52 
有機 (44) 2，12 0.52 0，001 無職 ・非熟練職(18) 2，01 0，74 
非熟練 ・熟練販売職(27) 2.01 0.45 販売 ・熟練職 (73) 2，18 0，67 
事務職 (94) 2，25 0.49 
事務・専門・管理職(17) 2，29 0，59 3，162 自営・専門・管理職 (50) 2，37 0.59 1.948 
母綴の職業経験 母親の職業経験
ない(130) 2，13 0，53 ない(172) 2.25 0，53 
あ り (76) 2，10 0.51 0，090 あ り (70) 2，18 0，72 0.823 
非熟練職 (37) 2，09 0.58 非熟練職 (25) 1.83 0，64 
販売・熟練職 (28) 2.08 0.48 販売 ・熟練職 (26) 2，26 0.68 亀 4陣
事務・専門 ・管理職 (11) 2，22 0.33 0，343 事務 ・専門・管理職(19) 2，52 0，70 6，128 
( 'p < ，05， "p < ，01， *up < ，001 ) 
(7) 
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すなわち，年齢が低い人が高い人より同じコーホー卜ー
においては教育水準が高いからである。
宗教の有無別のみると，無宗教の女性が最も 「既婚女
性の家庭役割」に関しては伝統的な態度から離脱してお
り，仏教徒が伝統的になっている。これは，宗教自身の
保守性から来た影響とも考えられるが.宗教別にみると
西洋のキリスト教よりも東洋の仏教・儒教を信じている
人の方が 「既婚女性の家庭役害IJに関してより伝統的な
態度を示す傾向が見られた。
社会階層との関連においては，主観的生活水準と社会
階層指標は， i既婚女性の家庭役割規範Jに関する態度
と聞には関連があり，階層が下位になるにつれて伝統的
態度を示している。結局は階層織成要因を考えると，学
歴や職業が本質的には被説明変数に影響を与えているも
のと考えられる。
母親の職業経歴の有無別で見た場合は，有意な差がな
かったが，母親がどんな職業をしていたかによって「既
婚女性の家庭役割規範」に対する態度に影響を与えてい
た。すなわち，非熟練織などに勤めていた母親は自己実
現の目的ではなく，経済的理由で就業していたこともあっ
て，経済的な余裕さえあればいつでもやめて家庭に戻り
たいという保守的な就業観を持っていたと考えられる。
このような母親の伝統的な態度が娘の「既婚女性の家庭
役割規範」に対する態度にも影響を与えているのではな
かろうか。
次に男性群の場合であるが，男性は女性とは違って，
年齢，宗教，主観的生活水準，母親の職業のそれぞれと
「既婚女性の家庭役割規範Jに対する態度との聞には統
計的に有意な規定関係がみられなかった。したがって，
これらの変数に関しては女性の場合のような考察が男性
には適用されないということである。
以上，男性・女性群のそれぞれの属性変数と 「既婚女
性の家庭役割規範Jに対する態度との聞の関係性につい
て述べてきたが，統括していえることは，男性の方がよ
り伝統的態度を示しているということである。
その背景にはいろいろの要因があるかも知れないが，
男性の場合に年齢，主観的な生活水準などの違いによっ
て 「既婚女性の家庭役割規範」に対する態度が異なって
いなかったことを考えると，男性の場合には属性的影響
をこえた一般的な保守性が存在するように思われる。
3. i家族主義」に対する既婚者の態度の性別比較
表5は既婚男女の 「家族主義」の対する態度を示した
ものであるが，この表が示すように全体の平均得点は
2.52点で，中間点3.0よりも低くな っている。 したがっ
(8) 
て，回答者は家族に関してより伝統的な態度を示してい
ると言える。
これを性別にみると男性が2.49点で女性が2.55点となっ
ており，男性の方が女性よりも伝統的な態度を示唆して
いる。しかし，その差は統計的には有意でなかった。こ
のことは 「家族主義」に対する態度が「性別」によって
影響を受けないことを示しているように思われる。すな
わち，全体的にみると男女を問わず 「家族主義Jはその
強弱は別として社会一般の価値として回答者の心のなか
に根づいていることがわかる。
「家族主義」尺度の項目を男女別に比較してみると，
男性が伝統的な態度を示しているのは項目 5，10の2項
目であり，項目の内容の性格を考慮してみると，男性は
女性より父系中心思想を強く持ち，自分自身が家族集団
に属していると感じる程度が強く，自分の活動を優先的
に家族集団に統合させるべきだという態度が強いことが
わかる。一方，項目7の職業選択の項目においては，女
性の方がより伝統的な態度を示している。このことは，
女性の就業に関しては，男性よりも女性が家族から受け
る影響が大きいことを示唆している。
上述のように単一尺度としての「家族主義」に対する
態度は全体的には男女間に統計的に有意な差は表れなかっ
たが，次節において男女のそれぞれにおいてはどんな変
数が 「家族主義」的態度に影響を与えているかを調べた
し、。
4. i家族主義」に対する既婚男女の態度と影響要図
表6でみるように男性の「家族主義」に対する態度に
影響を与えている変数は，学歴，職業，社会経済的地位
の三つであり，学歴と職業水準が低い場合と，社会経済
的地位が下流階層の場合に，より伝統的な態度を示 して
いる。ここでも社会経済的地位の指標の中に学歴と職業
が含まれているもので，結局は男性の場合は，学歴と職
業が 「家族主義」に対する態度を説明する重要な変数に
なっていることがわかる。
女性の場合は年齢，学歴，職業の有無，職業の種類，
宗教，母親の職業経歴の有無等の変数が「家族主義」に
対する態度に影響を与えていた。年齢，学歴，職種， 宗
教と「家族主義」に対する態度の関係性は，これらの変
数と「既婚女性の家庭役割規範」に対する態度との聞で
現れた現象と同じである。すなわち，年齢が低い場合，
学歴，専門性水準が高い職業の場合，そして宗教がない
場合には，既婚女性は「家族主義」の伝統的規範から多
少離脱しているといえる。一方，i既婚女性の家庭役割
規範」に関する態度と，統計的にみて関連性があっ た
「主観的・客観的生活水準」と 「母親の勤めたこ とのあ
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表5 「家族 主 義 」 の尺度 実数(%)
ーーーーーーーー 態 度 非常にそう思う 決そしって1;1そ思うわはな 、 x2 性見IJ わからない項 目 そう思う 思わPい
1.子供を産む重要な理由は 「家Jを継承す 男 145(70.1) 1 ( 5.3) 51 (24.6) 
3.276 
るためである。 女 153(62.7) 12( 4.1) 79(32.4) 
2.私にとって何か良い事が生じたとき、 2経 男 190(91.8) 6 ( 2.9) 11 ( 5.3) 
よりも私の家族が一番喜んでくれる。
0.820 
女 227(93.0) 4 ( l.6) 13( 5.4) 
3.子供は自分自身のことよりも、家族全体 男 145(70.7) 16( 7.8) 44 (21. 5) 
のことを優先的に考えるべきである。
0.397 
女 166(68.6) 18( 7.4) 58(24.0) 
4. もし父親が借金が返済できないのなら、 男 140(68.0) 16( 7.8) 50(24.2) 
子供がそれを返済すべきである。
0.858 
女 163(66.8) 25(10.2) 56(23.0) 
5 分家して住む場合、妻の実家よりも夫の 男 128(62.1) 21 (10.2) 57(27.7) 判ド
実家に近い所に住むべきである。 女 125(51.2) 21( 8.6) 98(40.2) 7.727 
6.他人が侮辱された場合よりも自分の家族 男 170(82.5) 7 ( 3.4) 29(14.1) 
の中の誰かが侮辱された場合に，より憤慨 0.432 
するのが当然である。 女 204 (邸.6) 10( 4.1) 30(12.3) 
7.自分が勤めたいと思っている職業に家族 男 61(29.5) 23(11.1) 123(59.4) 
が反対する場合には、他の職業を探すべき * 刻ド
である。 女 104(42.8) 35(14.4) 104(42.8) 
12.479 
8. 結婚直Ijの子供の収入は家族のために親が 男 79(38.5) 20( 9.8) 106(51. 7) 
管理するのが当然である。
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女 LOl(41.6) 22( 9.1) 120(49.4) 
9.家柄や家系を重視する習慣はそのまま維 男 164 (79.2) 19( 9.2) 24 (1l.6) 
持すべきである。
4.429 
女 173(70.9) 34(13.9) 37(15.2) 
10.配偶者を選ぶ時には、自分自身にふさわし 男 97(46.9) 18( 8.7) 92(44.4) 
い人か、どうかというよりも家族にふさわ
司区
しい人かを考慮しなければならない。 女 82(33.6) 21 ( 8.6) 141 (57.8) 
8.816 
総項目の平均得点 2.52 
男性の平均 2.49(SD:0.52， N=2∞) 
F-Ratio 1.962 
女性の平均 2.55(SD:0.48， N=240) 
( * p < .05， * * p< .01 ) 
る職種jの変数は，r家族主義」に対する態度とは，統 研究では Byun(1980)と同じように逆の結果が出た。
J十的にみて関述性がなかった。このような結果から，既 この結果はどのように説明できるだろうか。それは就業
婚女性の犠合には 「既婚女性の家庭役割l規範」よりも 女性の溺合の職業の種類を見ると充分に理解できる。す
「家族主義」規範の内面化の程度が一般化していると考 なわち， 彼女たちの場合は非熟練職，熟練職，販売織の
えられる。 比惑が合わせて約70.7% また職業経験のあった彼ム-た
一方，既婚女性の職業の有無と彼女たちの母親の職業 ちの母親においては上述の職業比率が合わせて約72.5%
経験の省無が既婚女性の 「家庭主義」に対する態度の影 である。このように職業のある女性回答者の大部分が，
響要因と して現れている。すなわち，既婚女性が自分自 専門性水準が低い職業に従事しており，そして彼女たち
身に峨業があり，そして彼女の母親が職業体験を持つて の「家族主義Jに関する平均態度得点は<表6>による
いる場合に，彼友たちはより伝統的な態度を示している。 と無職の既婚女性よりも伝統的であった。また有職者の
ところで，ほとんどの先行研究では非就業女性が就業 平均得点よりも相対的に低くなっている。この結果，本
女性より伝統的な態度を示している (Jo.1984・Choi 研究では就業女性の場合が より伝統的な態度を表して
1984 ; Lee， 1985 ; Han， 1985)としたが，Byun， Hwaー いると考察できる。母親の職業経験がある溺合に，より
Soon(1980)はそれとは反対の結果を析出していた。本 伝統的な態度を示しているのも閉じ解釈ができる。結局，
(9) 
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表6 「家族主義Jに対する既婚男女の態度点数比較
男 性 女 性
変数 (N) 平均点数 標準偏差 F-RATIO 変数 (N) 平均点数 標準偏差 F-RATIQ 
年齢 年齢
39才以下 (62) 2.55 0.56 39才以下(156) 2.64 0.46 '陣争4除
40才以上(138) 2.46 0.50 1.261 40才以上 (84) 2.40 0.50 13.498 
学歴 学歴
中学校以下 (29) 2.23 0.59 中学校以下 (67) 2.40 0.49 
高等学校 (73) 2.41 0.56 高等学校 (114) 2.57 0.48 
大学 (74) 2.59 0.42 判院本 大 学 (59) 2.70 0.44 •• 
大学院 (24) 2.70 0.43 5.481 6.2if2 
職業 職業
無職・非熟練職 (30) 2.11 0.66 無職(164) 2.61 0.47 惨ー事
販売・熟練職 (51) 2.52 0.49 有職 (75) 2.44 0.49 6.848 
事務職 (66) 2.55 0.42 非熟練職 (28) 2.27 0.46 
自営・専門・管理職 (51) 2.58 0.49 ヨ脈事ヨ脚 販売・熟練職 (25) 2.39 0.53 •• 
6.766 事務・専門・管理職 α2) 2.69 0.38 5.149 
宗教 宗教
仏教・儒教 (59) 2.42 0.51 仏教・儒教 (96) 2.43 0.42 
キリスト教 (57) 2.49 0.49 キリスト教 (87) 2.57 0.51 民ー .，除
ない (83) 2.52 0.54 0.693 ない (55) 2.76 0.44 9.548 
出生順位 出生順位
長芋 ・独り子(76) 2.48 0.50 長子 ・独り子 (80) 2.59 0.45 
中間 (89) 2.47 0.55 中間(123) 2.55 0.48 
末子 (34) 2.53 0.48 0.193 末子 (36) 2.47 0.56 0.771 
主観的生活水準 主観的生活水準
上 (42) 2.56 0.48 上 (46) 2.66 0.47 
中 (95) 2.50 0.46 中 (119) 2.52 0.44 
下 (63) 2.41 0.61 1.131 下 (74) 2.54 0.55 1.435 
社会経済的地位 社会経済的地位
上 (56) 2.55 0.48 上 (56) 2.64 0.51 
中 (86) 2.55 0.46 
‘ 
中 (112) 2.56 0.45 
下 (49) 2.30 0.63 4.404 下 (52) 2.46 0.56 1.784 
配偶者の職業 配偶者の職業
無職(156) 2.50 0.52 無職・非熟練職(17) 2.44 0.54 
有職 (44) 2.44 0.52 0.376 販売 ・熟練職 (71) 2.49 0.45 
非繋練・繋撤・販売機(28) 2.41 0.54 事務職 (95) 2.59 0.47 
1.301 I 事務・専門 ・管理職(16) 2.51 0.47 0.371 自営・専門・管理職 (49) 2.63 0.55 
母親の職業経験 母親の職業経験
ない(124) 2.54 0.53 ない(171) 2.61 0.47 -ー‘
あ り (76) 2.40 0.49 3.385 あ り (69) 2.42 0.49 7.087 
非熟練職 (37) 2.38 0.53 非熟練職 (25) 2.28 0.55 
販売 ・熟練職 (29) 2.37 0.47 販売・熟練職 (25) 2.46 0.48 
事務・専門・管理職 (10) 2.54 0.39 0.473 事務・専門 ・管理職(19) 2.56 0.40 1.862 
(う < .05， "p < .01， .ホp< .001 ) 
(10 ) 
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母親のその伝統的な態度が娘(調食品I象者である既婚
失性)の態度にも影響をうえると三えるだろう。
ここで一つ説明しなければならないのは，火性の協合
には学1ft職業が家族主義 に対する態度に影鮮をう
えていたのに，なぜ社会経済的地位では「家族 1-:義Jに
対する態度との陥lに統計的に有怠な関係がなかったのか
という問題である。それは火性の場合には社会経済的地
位の指僚が男性とは巡って本人の学歴，職業でなく， jft 
Ji?にすなわち彼kたちの配偶省の学歴及び職業を指僚
として用いたので，本人の学歴，職業の変数と彼友たち
の社会経済的地位の変数とでは， i家族主義」に対する
態度に異なった影響を与えたものと考えられる。
5. i既婚女性の家庭役割規範Jに対する態度と「家
族主義J
これまで男.tO}IJに「既婚女性の家庭役割l規範Jと「家
族主義」に対する態度に影響をうえる属性について調べ
てきた。ここではそれらに影響を及ぼしている変数の巾
で「既m9:性の家庭役割l規範」に対する態度に一番影符
力がある変数が何であるかを重回帰分析方法を用いて検
討したい。その結果が図2に示されている。
まず既脈!Jmの場合を見ょう。 i家族E義」を「既姉
交性の家庭役割規範」に対する態度の一つの説明変数と
して{世間づけて分析すると， i既婚女性の家庭役割j規範」
に対する態度は「家族主義」に対する態度によってがJ
18.3%，学歴によって約2.9%と，この二つの変数によっ
て約21.2%が説明されている。次は「家族主義」を媒介
変数として設定した場合， i家族主義Jに対する態度は
学歴によって8.2%説明され.またその「家族主義~ (ま
「既婚9::'1'1の家庭役割l規範Jに対する態度を17.9%説明
している。すなわち，既婚男性の「既婚女性の家庭役tlJ
規範」に対する態度は「家族主義」に対する態度によっ
て般も影響を受けており，学歴はそれに直接 ・間接的に
影響をうえでいる。
既姉女性の場合は， r家肢主義」を媒介変数として設
定すると:学:肢が約10目3%，年齢が約2.6%，すなわち，
「家族主義」にあIする態度は学歴，年齢によって約12.9
%決定されている。またその「家族主義」は「既熔火性
の家庭役~II規範」に対する態度を27.3%決定している。
次は「家族巨義」に対する態度を一つの説明変数として
設定した協会， i既婚女性の家庭役者l規範」に対する態
度は「家族主義 によって約27.3%，学歴によって約
7.4%説明される。すなわち.それは「家族主義 と学
歴によって合わせて約34.7%決定されている。それを喰
業を持っている火性のみ調べてみると，就業交性の「既
403 
筋交性の家庭役割l規範J に対する態度は学慌によって約
50.501>説明され r家族主義」に対する態度によってが1
8.60/0決定されている。このことから就業9:nの場合(;t
家族主義J，こ対する態度よりも学歴が， i既婦女性の家
庭役.~II規範」に対する態度に大きな影"をうえているこ
とがわかる。即ち，職業を持っている既婿友性は，家族
~r刊を優先させる家族主義的規範をそのまま内而化して
いるというよりも，学歴(教育)によって習得された日
分門身の主体的な判断力によって「既約虫干tの家庭役割
規範 に対する態度を決定していると考えられる。
v. 要的と結論
これまで問題怠識として.韓国の既儒男kを対象とし
て，食性の就業に支障をうえる要肉にどのようなものが
あるかということに関心を持ち，それに関連する要閃と
して 既婚友性の家庭役割l規範」と 家族 t義Jに対す
る態度を取り上け，さらには自ij省に対する態度が後行に
あIする態度によってどの程度説明されているかについて
調べてきた。特に.本研究の重要な目的の一つはこれら
の規範に対する既婚男女の態度を比較して男友聞の志議
のズレを引き出すことであった。その結果， i既脈μ:1'1:
の家!必役割規範J，こ対する態度においては，既姉9J9:の
mJにイI怠な差が見られた。が， i家族E義」に対する態
度においては統計的な有怠な走がなかった。これは，
「既約交性の家庭役割規範」に対する同調的態度よりも
「家族主義」に対する同調的態度が一般化しているもの
としてJ5・えられる。
次に.既婚虫;性の家庭役割規範Jと 「家自主1:義」に対
する態度にどのような変数が影響を及ぼしているかにつ
いて既婚男k別の比絞・調査した。その結果.9j性の場
合は学庁長.職業.社会経済的地位の〈つの変数が:つの
規範に対する態度を説明する重要な説明変数として析出
された。t(ttの場合は、男性の場合と異なっていて，よ
り傾雑であった。すなわち，9:性の幼合は年附，学歴，
職符l，~i<教など個人的要因が 「既婚女性の家庭倒閣総む
と「家族主義」に対する態度に影響をうえでおり，さら
には家族の生活水準(主観的)，家族の社会経済的地位，
母貌の職符ーなどの家庭要因が， i家族主義」にあIしては
凶答tfの職業有無，母親の職業経験の有無などが影響を
与えていた。なお，生活水準と社会経済的地位の影響の
内容を見ると，上流階層の女性の場合に最も「既婚火性
の家庭役割l規範」から離脱しようとする傾向が見られ
-，、。
一方，このような個人的 ・家庭要閃以外にも「既約交
性の家縫役割規範」に対する態度は.既婚男女共により
? ???， ， ? 、
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重回帰分析の結巣図2
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「既婚女性の家庭役割規範J晴τてで二社会経済的地位
に対する態度 I ~ (SES) 
0.074 
し一一一一一一一母親の職業の種類教ーーー『 ーー一一 一一目」
0.273 
職業の有無ー ーー --' 
母親の職業一
経験の有無
「既婚女性の家庭役割l規範」に対して他の変数を説明変数として
設定した場合(就業女性)
一ー--
註)
「既婚女性の家庭役割規範」に対しての他の変数を説明変数とし
て設定した場合(女性全体)
-._ 
「家族主義」を媒介変数として設定した場合
数字は決定係数 ti
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一般的に内面化している 「家族主義J的態度によって強
く影響を受けていた。す江わち，個人よりも 「家J中心
の家庭集団を優位に置く価値観によって 「女性は家庭的
な伝在である」という規範を強めていることが今度のデー
タ一分析を通じて確実に証明された。このことは 「家」
中心の家族集同を維持するためには結婚した女性の家庭
的役割が必要であることを示しており，そうしてその女
性の家庭的役割を完全に逐行するためには女性の自己実
現のための就業は否定されることが予測される。
さらに注目しなければならないのは，既婚女性の「家
族主義」に対する向調度が既婚男性に比べてほとんどJ査
がないことと， r既婚女性の家庭役割規範」に対する同
調度が男性よりすこし高いが，依然として既婚女性が伝
統的な態度に固守しているという点である。このように
「家版主義」を支持している韓国社会の一般的規範を女
性自身も内面化している。そしてそれは，家庭役割lを友
性の天職であると考えさせ，経済的理由で就業しなけれ
ばならない状況にいる既婚女性に対しては家事を疎かに
することが罪障感を与え，また自己実現のため就業した
いと思っている女性に対しては自分の世界でない世界に
出ることに不安を感じさせているように思える。
また， r家庭主義」と「既婚女性の家庭役割規範」に
関する態度に共通に影響を与えている変数が"学歴"
であることを考えると，政策としては既婚男女を対象と
してた社会教育を充実させ"家庭"は女性(妥)のみ
の領域でなく，夫婦の話合による決定領績であることを
認識させることが必要であろう。もし，家庭役割lの責任
を家族全体が但うことが出来れば，それによって得られ
た時間を夫婦は家族の外でも自由に利用していけるよう
になるであろう。そのことが実現できると，子育てを終
えた中年夫婦は今後の生活設計のために努力することが
出来，また社会から要求されている労働力に対しでも対
応することが出来て，号 I~、ては社会に対しでも貢献する
ことができるだろう。
本研究の限界としては，調査地域を韓国の大郎市に限
定し，有為他出法に基づいて資料を集めたことである。
いま一つの限界は，本研究で使用した尺度が標準化され
ておらずもまた一般化されていないことである。たとえば
「家族主義」尺度の信頼度係数は0.633となって，尺度採
用の2基準とされる0.70より多少低かった。その意味では
信頼性ある尺度を作成するのも今後の研究課題の一つで
ある。また，今度の調査においては出生順位と配偶者の
織業の変数によって回答者の「既婚女性の家庭御殿槌」
と 「家族主義」に対する態度は統計的に有意な差が表れ
なかった。その理由は今度の調査だけでは資料の不十分
( 13) 
でA考察が困難であるので次の機会に明らかにしたい。
最後に，今度の研究では現在社会に一般化している女
性の家庭役割および家族主義規範に対する態度を調べる
のに調倉対象を既婚男女で限定したが，将来社会で一般
化される規範を予測するためには未婚男女の態度を調査
することも重要な研究になるだろう。本研究の後続研究
としては，本研究のもちいた質問紙の「女性役割lおよび
就業」に関する尺度項目から析出された第2因子である
「火性の経済活動」に対する態度を既婚男女別に比較 ・
分析し，それが「家族主義」規範に対する同調 ・非同調
的態度によってどの程度影響を受けているかについて調
べたいと思っている。
註
1 ) 緯国経済企商院，調査統計局， r経済活動人口年報j
1975. 1980. 1985 
2) 金光子(1983)は女性問題に対する男子大学生の
態度を調査するため①女権論者の主張，②性道徳③
道徳および哲学，④緯国のことわざおよび伝統思想，
⑤伝統と進歩恩;僚が混合された思想の内容の尺度を
構成した。
Jung，Jong-Hee (1983)は性役割態度を測定す
るため①女性および男性の家庭役書1.②j;(性の職業
役割，③一般的な性固定観念、に分けて調査した。
Kim，Yong-Mi (1984)は，女性の役割を大い
に4つに分類して，①職業および社会活動を通じる
社会的役割.②子女生産および教育を通じる母親の
役割，③夫婦閣の愛情，性コミュニケションを通じ
るiきとしての役割，④家銭関係および経済的役割lを
通じる家庭管理者としての役割lを情成した。
季鎖努(1984)は女性観を調査するために質問紙
の内容を①二重役割，②女性教育の現窃， ③教育社
会，④女性解放運動，儲吉蛾lt⑥職業銀に分頬した。
JO，Sook (1984)は女性の役割態度を他人志向的
項目と自己志向的項目に分けて 「自分向身」と 「私
の理怨」そして「男性の理想Jgljに点数を出した。
玉先花(1986)は 「家族主義」価値に対する態度
を次の五つの側面で尺度構成した。即ち，①父系中
心の孝と姐上崇拝に対する支持，②家族情成貝の各
者が家族集団に属していると感じる程度，③家族の
目標を成就するための個人の活動を家族活動に優先
的に統合，④土地，金銭等の財貨を家族資産と仮定
して個別家族構成員に対して経済的支援および助力
縫供義務に対する支持，⑤父母と結婚した子女，そ
して成人兄弟姉妹間の精神的，社会的相互助力。
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季好千珠(1984)は家族に対する態度尺度の内容として，
家族集団を個人より優位に置く「家族主義J，孝，祭杷
を通じる家系継承，財産相続，長男の義務，結婚した子
供と父母と相互作用，女性の就業および家族生活，夫の
家事分担，配偶者の選択，子供価値観，婚外性関係，親
族中心観等を含んでいる。
3 ) 社会経済的地位(SES ; Socio -Economic 
Status)の分類の基準は世帯主の学歴，職業，家族
総収入をそれぞれl点から6点まで 6段階に分けて
この三つの変数をプラスした値である。その結果，
最低3点から最高 18点まで分頬されて，これを累
積百分率を利用して上・中・下の 3段階に分けたこ
とである。
4) <表1>でみるように男女共に29才以下と50才以上
の回答者の数がそれぞれ6.9%，8.0%で比較的少な
い。したがって，分析上の誤差をさけるために，年
齢を大いに三つの集団に分けて年齢が高い集団と低
い集団を比較・分類を行った。
参考文献
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2) 林貞彬， Jung， Hae-Jung， r就業主婦の役割葛
藤と結婚満足度に関する研究J，韓国家庭管理学会誌，
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Summary 
The purpose of this pap巴rwas to investigate the difference between married men's and women's attitudes toward 
“the norm of married women's domestic roles" and “fami1sm"， and to find the effect of “familism" on the attitude 
toward “the norm of married women 'sdomestic roles" 
The data for this study was obtained from a survey of 207 married men and 244 married women who were residing 
in the City of Deagu， Korea， inSeptember， 1987. 
The major findings of this study can be summariz巴das follows: 
( 14) 
木村・金・既的火性の家庭役割1m純 -407-
1) 80th scxes adhere to traditional attitudes of“the norm of married women's domestic roles" and “familism". 
Howevcr， women have les traditional attitudcs than men in“the norm of married women's domestic roles" (p<.05). 
2) [n men's attitudes toward "the norm of married women's domestic roles" and “familism"， there are sta tistically 
significant differenccs， which are coming from the differences of their education， occupation， socio-economic status 
of their family. 
3) [n women's attitudes toward "the norm of married women's domestic roles"， age， educationallevel， a kind of thcir 
job， religion， socio-economic status of their family， subjectively evaluated living standard， and occupational level 
of their mother have inf1uence on their attitudcs stated abovc目
Age， educational level， whether or not they had job， a kind of their job， religion， and whether or not their mothers 
had job havc influcnce on their attitudes toward ‘'familism" . 
4)“Familism" has great inf1uence on the attitude to "the norm of married women's domestic role"目 Andeducational 
level has inf1uence on that directly and indirectly 
